
「エコ・ロボ」は、ビール樽ディスペンス用「炭酸・窒素混合ガス供給装置」
です。しゃれたデザイン、厨房の片隅におけるコンパクトなサイズ。

窒素を混合することで「ビール品質に貢献」するとともに、ビールグラスに
注ぐ時の「ロスを減少」させます。

加えて、炭酸ガスボンベの使用量を減らして「地球環境に貢献！」。
窒素を混合して、ECOなCO2（＝ECO2 ）にしましょう！

「ビールケグの第一公式」

CO2 ＋ N2 ＝
泡改善＋ロス減少＋ECO

copyright: Kita Sangyo

「エコ・ロボ・プラス」は窒素ガス
発生装置内蔵なので、炭酸ガス
ボンベをつなぐだけ。
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100V電源

ECO2 ROBO （エコ・ロボ） の設置イメージ

2種（オプションで3種）の混合ガスを供給できます。たとえばラ
ガー用に「混合ガス1」を、エール用に「混合ガス2」を、という
ように使い分けます。

窒素100％、炭酸100％の出力もありますので、お酒・ワイン
・清涼飲料の樽供給や量り売りにも対応します。

清涼
飲料

Ｎ2＋ＣＯ2 混合ガス 1

Ｎ2＋ＣＯ2 混合ガス 2

ＣＯ2 100％ガス

Ｎ2 100％ガス

ビール2ビール1
お酒
ワイン

ＣＯ2 供給
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炭酸ガスのみで注ぐ典型的問題点 炭酸・窒素混合ガスを使用すると、、、 ポーターやスタウトには不可欠!

NG! 泡が立ちすぎ。（オーバーカーボネーション）
NG! 逆に泡が立たない場合も多い。
NG! グラスに注いだ直後は泡が立っていても、お

客さまのところですぐに消えてフラットになっ
てしまう。

NG! ビールロスが多い（例：20リットル樽から19リ
ットル分しか取れない、など）

泡改善 ：オーバーカーボネーションが起

こらず、ビール本来の均衡圧による適度な
泡が作れる。

ロス減少 ：ビールロスが減り、原価が大

きく改善できる。

ECO ：温暖化要因である炭酸ガスの

使用量を減らすことができる。

スタウトやポーターに特有の「クリーミーで
泡もちのよい泡」や「カスケード現象」は、
窒素ガスが大きな要因です！
「窒素ガス・含有ビール」のディスペンンス
には、炭酸・窒素混合ガスが不可欠。
「混合済みボンベ」を購入するより、経済
的。ボンベ交換頻度も減ります。

「ビールケグの第一公式」

CO2 ＋ N2 ＝泡改善＋ロス減少＋ECO
copyright: Kita Sangyo

ECO2 ROBO （エコ・ロボ） の特徴と仕様
地ビールパブでの10年以上の経験を踏まえ、ルーツ機械研究所が日本向け仕
様として設計。
混合機ユニットは、欧米のパブで数万台の実績のあるイギリスBSL社製を採用。
ガスを使わない時は窒素ガス発生装置は自動停止。
出力例：混合ガス1：CO2:N2=8:2（ラガー用）、混合ガス2：CO2:N2=2:8（スタウト
用）、窒素100％、炭酸100％ （混合ガス比率は受注時に指定。混合ガス出
力3つはオプション）
窒素ガス発生装置内蔵型“ECO2 ROBO+” （エコ・ロボ・プラス） 能力：窒素ガ
ス量にして最大5リットル/分（99％以上濃度）。流量が減るに従って窒素ガス純
度は99.9％に近付きます。
窒素ガス発生装置別置きの“ECO2 ROBO S” （エコ・ロボ・シンプル）もあります。

図は実際の構造と異なる部分があります。大きさや仕様は予告なく変更することがあります。

大阪営業部 tel. 06-6731-0251 e-mail osaka@kitasangyo.com
東京営業部 tel. 03-3851-5191 e-mail tokyo@kitasangyo.com

お問い合わせ：
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